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 ２学期もあっという間に半分が過ぎ、１１月と１２月を残すところとなりました。来週には、い

よいよ期末考査が控えています。すでに試験範囲表が配られていますが、学習の進み具合はいかが

でしょうか？ 特に先生たちが気にしているのは、「与えられた課題をしっかり提出することがで

きるか？」です。試験前の課題はもちろんですが、普段の授業の中でやらなければならない課題が

出る場面はたくさんあると思います。社会科の授業でも、単元の終わりにはレポート課題を出して

います。他の先生方と日常的に会話をしていて、最近よく耳にするのが、「提出物を出さない人が

多くなってきている」ことや、「提出していても、中身がいい加減である」ということです。実技

教科についても、授業内にやるべき課題が終わらず、放課後に補習を受ける人たちの割合も増えて

きているようにも感じます。そこで、今回は「期日を守る重要性」というテーマで、考えてみたい

と思います。 

 一つ目に、提出物や課題は成績評価に関わるということです。１学期の終業式に通知表を皆さん

にお渡ししましたが、そこに記載されている評価・評定は、定期テストの点数のみでつけているわ

けではありません。それは、各教科の先生方から説明は受けているはずです。レポート課題などが

未提出ということは、「評価する材料」がないことを意味します。評価する材料が少ないと、テス

トの点数など限られた材料の中で成績を付けなければいけないので、当然、評価が低くなってしま

います。また、提出直前になって、朝読書や他の授業中に必死になって仕上げる人もたまに見られ

ますが、慌てて取り組んだ中身ですので、その分抜けも多く、期日内に出せたとしても、点数が低

くなってしまうケースもよくあります。以前にも伝えましたが、皆さんに与えている課題は、皆さ

んの学力が少しでも上がるようにという先生たちの想いで出しているものであり、家庭の中で時間

を作って取り組む、というのが本来あるべき姿です。それを提出直前になって慌てて取り組むとい

うことは、課題が「学習目的」ではなく、とりあえず提出すれば良いという「作業目的」に変わる

ため、学習効果は大きく望めません。また、美術や家庭科、技術など実技教科では、作品作りに取

り組んでいると思いますが、そこでは限られた授業時間の中で作品を仕上げることが求められてい

るのであり、その時間で集中していなかったり、友達とおしゃべりする時間に費やしてしまっては、

時間内に作品を仕上げることはできません。作品を仕上げることができなければ、当然評価も低く

なります。先生たちの中には、皆さんの作品が仕上がるように、放課後に時間を割いて、補習とい

う形で面倒を見てくださる先生もいらっしゃいますが、本来は、授業中に集中して取り組み、授業

の中で作品を完成させることが望ましい姿なのです。「時間がないから出さなくていいや」「補習が

あるからそこでやればいいや」「とりあえず出すだけ出せばいいや」など、そういった感情の共通

点は「面倒くさい」という気持ちであり、その感情は自分自身の成長を妨げることにもつながりま

す。つまり、最後は自分自身に跳ね返ってくる、ということです。 

 二つ目は、期日を守ることは社会人になっても大切なスキルである、ということです。先生はた

まにビジネス書を読むことがありますが、「仕事をするうえで大切なこと」という項目で良く出て

くるのは、「期日を守る」という言葉です。期日を守らなければいけないのは皆さんだけではあり

ません。先生たちも同じです。例えば、今皆さんが読んでいる『かわらばん』も期日に間に合うよ

 



うに、毎回週明けには完成させて提出しています。他にも、先週行った川越校外学習も、夏休み前

から計画を立て、実施するために必要な書類も決められた期日内に仕上げて提出しています。それ

は学校の先生以外の職業も同じだと思います。期日内に仕上げなければいけない仕事があったり、

提出物があるはずです。皆さんは後１０年ほどすれば、おそらく手に職を付けて働いていると思い

ますが、期日までに提出物を出すことや、仕事を終わらせるということは、社会人になってもずっ

と続いていくものです。それができないと、迷惑をかけて周りからの信頼を失ってしまい、いずれ

仕事が来なくなり、最後は自分自身に跳ね返ってくるのです。そうならないためにも、今皆さんが

過ごしている学校生活の中で、期日を守るために必要なスキルを身に付けようとしているのではな

いでしょうか？ 

 今回は「期日を守る重要性」について、２つの視点から考えてみました。期日を守るためには、

与えられた時間をどうやって大切に過ごすかが大切です。１日２４時間という時間は、皆さん平等

に与えられています。限られた時間の中でやるべきことをしっかりやる習慣を改めて皆さんには身

に付けてもらいたいと思います。２学期も残り半分近く、まだまだ皆さんには成長するチャンスは

たくさんあります。また一緒に頑張っていきましょう！ 

 

「時間は最も乏しい資源であり、それが管理できなければ、他の何事も管理することはで

きない。」（オーストリア出身の経営学者 ピーター・ドラッカー） 

 

 

■来週の予定（１１／１３（月）～１１／１７（金）） 

月 日 組 １ ２ ３ ４ ５ ６ 備    考 

11/13 

（月） 

Ａ 数学 美術 英語 技術 理科２ 社会 

めぇめぇ学習教室 Ｂ 体育 英語 技術 社会 国語２ 数学 

Ｃ 数学 技術 英語 理科１ 社会 理科２ 

11/14 

（火） 

Ａ 英語 家庭 数学 理科２ 体育 国語１ 

めぇめぇ学習教室 Ｂ 社会 英語 家庭 数学 国語２ 体育 

Ｃ 英語 国語１ 数学 家庭 体育 国語２ 

11/15 

（水） 

Ａ 音楽 国語２ 体育 英語 社会 

  Ｂ 体育 音楽 英語 社会 理科２ 

Ｃ 社会 体育 音楽 英語 国語２ 

11/16 

（木） 

Ａ 

準備 
学習 

国語 英語 
技術 
家庭 

 
期末考査 

※給食なし 
Ｂ 

Ｃ 

11/17 

（金） 

Ａ 

準備 
学習 

理科 社会 音楽  
期末考査 

※給食なし 
Ｂ 

Ｃ 

※予定の変更等は、朝・終学活等で連絡します。 


